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札幌市
①学校運営上の

課題
社会に開かれた教
育課程への対応

小中学校を対象に実施したア
ンケート調査の結果,多くの学校
が、社会に開かれた教育課程
や子どもたちに対する多様な学
びの提供のため、地域と学校
の連携・協働の体制構築が必
要と答えた。一方で、体制構築
に向けては、教員の負担増加
等の懸念がある。また、コロナ
禍の影響で学校と地域のつな
がりの希薄化が一層進み、地
域の力を生かした学びや体験
の機会が大きく減少している。

・地域学校協働活動の実施に当たって
は、教員の業務負担軽減に資する取組
ともなるよう、活動の中核的な人材を配
置するべく、地域コーディネーターの、地
域学校協働活動推進員への移行に向け
たモデル検証を実施する。
・地域人材等の活用により、休日や放課
後のほか、教育課程内において、地域の
力を生かした学びや体験の機会を提供
する学校を増やす。

地域コーディネーターが、教育課程
内における活動の調整等を担うこと
で、学校の負担軽減に寄与する。

地域コーディネーターが教育
課程内における活動において
活用された学校数。

21 校 30
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